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技術概要 2 説明資料 4
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技術概要 16 説明資料 18
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技術概要 55 説明資料 57
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連続鉄筋コンクリート舗装用斜
交メッシュパネル

FKメッシュパネルを用いて、鉄筋敷設における、
大幅な工程短縮及び省力化を行う。

技術概要 70 説明資料 72
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狭隘部にも適用できる河川護岸兼用の山留め式擁
壁

技術概要 83 説明資料 85

7 KK-210062 - A フラッドエース
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技術概要 100 説明資料 102
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建設現場から発生した高含水泥土を短時間で固化
し、ダンプトラックによる即時搬出を可能にした
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技術概要 110 説明資料 112
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シート(潤王「うるおう」)
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に優れた鉛直・水平兼用のコンクリート養生シー
ト

技術概要 127 説明資料 129
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常温型コンクリート舗装補修材
「ニンジャシール」

必要な材料をワンパッケージ化した重機や火を使
わない常温硬化型のコンクリート舗装補修材

技術概要 150 説明資料 152
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トルクデータを活用した多数ア
ンカー式補強土壁の品質管理シ
ステム

補強材に作用する抵抗力を直接計測し、補強土壁
の品質管理の高度化を図るシステム

技術概要 162 説明資料 164
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無動力・無人操作方式の自動ゲート設備(オートフ
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技術概要 170 説明資料 172
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等を活用した3次元測量アプリ
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適切に実施
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口径推進工法

技術概要 210 説明資料 212

17 KT-180080 - A PC-Rev工法
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技術概要 223 説明資料 225

18 KT-230031 - A
常温硬化型舗装ひび割れ補修材
「スーパーMDシール」

常温硬化型ひび割れ補修材 技術概要 233 説明資料 235
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技術概要 258 説明資料 260
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技 術 概 要 
 

技術名称 山留め式擁壁「ＣＳＷＲ工法」 
担当部署 大分営業所 

担当者 村上 知治 

NETIS登録番号 QS-220020-A 電話番号 097-578-8085 

会社名等 共和コンクリート工業株式会社 MAIL murakami.to@kyowa-concrete.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

近年、地球温暖化の影響で風水害が多発しており、山間部の急流河川などでは兼用護

岸工の被災も多く見受けられる。  
このような地域の災害復旧工事の実施にあたっては、急峻な地形により十分な施工条件

が確保できず、限られた用地で工事を行うケースがしばしばあった。  
そこで、河川護岸にも兼用できる山留式擁壁を開発した。 
これまで災害復旧工法は、従来工法であるコンクリート擁壁が採用されるケースが多か

ったが、この新しい工法を採用することにより、地山の掘削量を低減でき、限られた用地で

施工が可能であるため施工条件の厳しい現場のニーズに応えることができる。 
  

２．技術の内容 

本技術は山留め式擁壁に関する技術である。山岳道路等の山留めや河川護岸に適用で

きるH形鋼親杭とプレキャストコンクリート壁面材を組み合わせた構造である。従来は、

コンクリート擁壁で対応していた。本技術の活用により、施工の省力化や工期の短縮を

期待できる。 

 

３．技術の効果 

・用地に余裕がない場合や地山掘削が困難な場合など、施工条件の厳しい箇所でも施工 

できる。 

・現場打ちコンクリートの擁壁に比べ、施工を省力化できる。 

・土留め擁壁と河川護岸を兼用できる。 

 

４．技術の適用範囲 

摘要可能な範囲 

・アンカー工を併用しない場合、擁壁高4.0ｍ程度以下 

・アンカー工を併用する場合、擁壁高10ｍ程度以下 

・アンカー工を併用する場合、最小曲線半径30ｍ 

 

特に効果の高い適用範囲 

・用地に余裕がない場合 

・地山掘削が困難な場合 

・近接施工や現況交通・周辺環境への影響等から施工条件の厳しい箇所 

 

適用できない範囲 

・土圧に対する安定検討で壁面が大きく変位する場合 

・地下水の影響を受けたり、湧水のある場所や集水地形となっている場所等で十分な排 

水対策ができない箇所 

 

 

５．活用実績（2023年9月30日現在） 

新工法であるため実績なし。 
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６．写真・図・表 

 

   
図-1 施工イメージ図              図-2 主要部材図 

 

 
                   図-3 標準断面図 

 

  
図-4 製品規格図 

 

表-1 製品規格諸元 
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担当部署 開発営業部　開発営業課

担当者 菅　俊介

NETIS登録番号 KK-210062-A 電話番号 06-6458-5361

会社名等 山形電気株式会社 MAIL s-suga@yamagatadenki.com.

技術の概要

２．技術の内容

・色温度4000K(白色相当)でLED特有の眩しさを軽減。

・消費電力量が大幅に改善し、CO2排出量を大幅に削減。

  ホワイトアウト現象を軽減。

３．技術の効果

・高い演色性で物体の色や形、空間を正確に捉え安全性の確保が可能。

　また、目が疲れにくく作業効率が良くなる。

・色温度4000K(白色相当)で透過性が上がり、雪や粉塵で起こる

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

フラッドエース技術名称

     2013年10月10日に熊本県で開催された国連環境計画(UNEP)の外交会議で、

   水銀汚染防止に向けた国際的な水銀規制に関する「水俣条約」が採択された。

   この条約により、水銀に関する規制が2021年1月1日から実施され、

   従来使用されていた高圧水銀ランプの製造・輸出・輸入が禁止となった。

   これにより、建設現場では高圧水銀ランプに代わる光源として、

　 水銀を含まないLED照明の採用が加速した。

・フラッドエースはLED照明の製品技術であり、従来技術の高圧水銀ランプを

  使用した照明と比べ大幅に消費電力を改善。

  LED光源の定格寿命は従来技術の高圧水銀ランプと比べ約5倍。

・平均演色評価数Ra80と高いため、自然光(太陽光)に近い色彩を再現。

　銅鉄式電源装置はサージや湿気に強い。

・100～242V用インバータ式電源装置と200V用銅鉄式電源装置の2種類をラインアップ。

　必要なシーンに合わせて選定が可能。

・器具と電源装置が別置のため、破損の際はどちらか一方の交換が可能。

・狭角タイプ、中角タイプ、広角タイプの3種類の配光角をラインアップ。

100

mailto:s-suga@yamagatadenki.com.


4 . 演色性の比較

5. トンネル切羽照射写真

◆フラッドエース【Ra80_4000K】 ◆水銀ランプ【Ra14_5700K】

◆自然光(太陽光)【Ra100_6000K】
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フラッドエース
NETIS登録番号：KK-210062-A

LED照明器具

1

環境負荷の少ないLED照明器具を提案する事で、
CO₂の排出量削減、電気使用量を削減し
気候変動対策に貢献します。

低炭素化に向けた持続可能な街づくりへ
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従来技術とフラッドエース

2

従来技術水銀灯1000Ｗ フラッドエース190W
※銅鉄式電源装置使用時

3

・電気使用量・CO2の大幅削減

フラッドエース

水銀ランプ

水銀灯1000Ｗより81％の電気使用量・CO2削減！！

環境性

190W
kg

1000W

※銅鉄式電源装置使用時

電気使用量

CO2排出量

フラッドエース

水銀ランプ

314kg

1654kg

※銅鉄式電源装置使用時

2022年九州電力CO2排出係数
0.453kg-CO2/kWhで算出
点灯時間：1日10時間×365日/台
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4

・光源寿命大幅UP

フラッドエース

水銀ランプ

ランプ交換の手間を省力化でき、
産業廃棄物の削減と繋がり地球環境保全に貢献

耐久性

60,000時間

12,000時間 約5倍！！

5

･用途に合わせた3つの配光タイプ

狭角タイプ 中角タイプ 広角タイプ
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6015ｍ 15ｍ

15ｍ

30ｍ

狭角タイプ

0ｍ

灯高：6.0M 取付角度75°

7

30ｍ

15ｍ

15ｍ 0 15ｍ

中角タイプ

0ｍ

灯高：6.0M 取付角度75°
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8

30ｍ

15ｍ

15ｍ 0 15ｍ

広角タイプ

0ｍ

灯高：6.0M 取付角度75°

9

施工方法

･照明器具と電源装置は別置

200V専用銅鉄式電源装置

フラッドエース

100～242Vインバーター式電源装置
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10

色温度

・フラッドエースは4000K(白色相当)

フラッドエース

11

演色性

・フラッドエースは高い演色性

演色性とは、物体を照らすときに、自然光が当たった時の

色をどの程度再現しているかを示す指標で、

平均演色評価数【Ra】を使って表します。

Ra100は自然光(太陽光)が当たった時の色を再現してい

ることを示します。

自然光（太陽光）：Ra100

フラッドエース ：Ra80
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12

演色評価数【Ra】の比較

自然光（太陽光）：Ra100

フラッドエース ：Ra80

水銀灯：Ra14

13

比較写真（トンネル切羽）

フラッドエース水銀灯
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14

フラッドエースとは･･･

従来技術より、
の

が実現するLED照明です。
環境性・耐久性・演色性

3UP!

15

ご清聴ありがとうございました。
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技 術 概 要 
 

技術名称 高含水泥土改良剤ＭＴシリーズ 
担当部署 ＭＴシリーズ事業部 

担当者 尾崎丈 （おざきじょう） 

NETIS登録番号 TH-160012-VR 電話番号 0233-22-0832 

会社名等 株式会社森環境技術研究所 MAIL mt@mori-kankyo.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 

これまで、建設現場で泥が発生した際には、バキューム車による吸引、天日乾燥、セメントや

石灰による固化等が用いられてきましたが、これらの方法は固化するまでの時間や改良にか

かるコストが問題でした。この問題を解決するため「いかに短時間で安価に泥を搬出させる

か」というコンセプトで開発したのが、高含水泥土改良剤MTシリーズです。 

 

 

２．技術の内容 

 

MTシリーズを泥に添加し、15分程度の混合で泥を瞬時に塑性状態に改良し、ダンプトラックで

即時搬出することが可能となります。 

 

 

３．技術の効果 

 

【MT シリーズ活用時のメリット】 

・添加量が少ない（MT-1：2～8kg/m3、MT-2・3：1～5kg/m3） 

・添加量が少ないため材料搬入が容易 

・中性で改良可能かつ土壌環境基準全項目クリア 

・魚毒性試験を実施しヒメダカへの安全性確認済み 

・植生試験を実施し改良土でのコマツナの発芽を確認済み 

・MT-1 は顆粒状、MT-2 と MT-3 は防じん加工が施されているため周囲へ飛散しない 

・養生時間が無く、工期短縮、現場省スペース化に貢献 

・気温による性能差なし 

・改良時の発熱なし 

・保管1年後においても改良が可能 

 

４．技術の適用範囲 

 

MTシリーズは3つの番手を用意しており、建設現場の様々な泥に対応しております。 

MT-1：セメントや石灰を含まない通常泥土に対応、河川浚渫土やため池堆積土、掘削土に使

用可能 

MT-2：通常泥土に加えセメント含有泥土にも対応可能、浚渫土やため池堆積土の他に地盤

改良や杭打ち泥土にも使用可能 

MT-3：海水を含む泥土に対応、港湾浚渫土や汽水域、河口浚渫土に使用可能 

 

 

５．活用実績（2023年3月31日現在） 

日本全国952件（うち九州65件）、国土交通省発注工事81件 
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６．写真・図・表 
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技 術 概 要 
 

技術名称 
コンクリート湿潤・保温養生シート（潤王「うる

おう」） 

担当部署 ＩＣＴ推進部 

担当者 春山茂樹 

NETIS登録番号 CB-180004-VE 電話番号 090-9917-7933 

会社名等 太啓建設株式会社 MAIL haruyama@taikei-con.co.jp 

技術の概要 

１．技術開発の背景及び契機 

  これまで打設後のコンクリート養生対策では、表面の湿潤状態の維持・散水の手間・

製品重量による敷設作業の手間・鉛直面養生の困難さ、等々の課題が生じていました。 

これらの課題の改善部向けて、軽量化かつ湿潤性の向上を最大の着目点として製品 

開発に着手し、潤王（うるおう）の完成に至りました。 

 

２．技術の内容 

吸水性不織布とフィルム加工気泡緩衝材（エアセルマット）をジグザグに縫製するこ

とにより一体化したコンクリート養生シートであり、水分滞留効果により湿潤状態を長

期保持できるコンクリート湿潤・保温養生シートであります。 

コンクリート面に敷設し、コンクリートの湿潤・保温養生効果を長期的に保持するこ

とで、散水回数を削減することができます。また、鉛直面・水平面のどちらにも施工で

き、さまざまな構造物に対応可能であります。 

 

３．技術の効果 

①品質向上：水分滞留効果により、コンクリート表面の湿潤状態を長期保持することで 

水和反応を促進し、コンクリートの品質向上が図れます。 

②省 力 化：3.5kg/ ロール（幅1.2m・長さ20m）と抜群の軽量化を実現。運搬・敷設手間

が大きく低減するため省力化が図れます。 

③環境負荷低減：散水回数を幅に低減することが可能となり、アルカリ汚濁水の発生を 

抑制できるため、環境への負荷低減が図れます。 

④コスト削減：転用回数5回かつ軽量素材等により、圧倒的な低価格を実現。 

大幅なコスト削減が図れます。 

 

４．技術の適用範囲 

・適用可能な範囲：敷設するコンクリート面の傾斜が 0～90°程度まで 

・特に効果の高い適用範囲：特に鉛直面において、湿潤性・保温性および施工性が 

求められるコンクリート面 

・適用できない範囲：ボックス頂版内側、橋脚梁下、建築構造物の天井下など 

・適用にあたり、関係する基準およびその引用元：土木学会 コンクリート標準示方書 

施工編 p124-128(2022 年制定) 

 

５．活用実績（2023年8月末日現在） 

  

○延べ面積：約160,000m2 

 主な工事工種 

（構造物） 
工事エリア 発注機関 

注文数量 

（1現場） 

・橋梁下部工事 北海道 11％ 国 交 省 85％ 1～9本 36％

・函渠工事 東 北 4％ 都道府県 5％ 10～29本 38％

・床版工事 関 東 4％ 市 町 村 7％ 30～49本 13％

・防波堤工事 北 陸 7％ 民  間 3％ 50本以上 13％

・砂防堰堤工事 中 部 38％    

・橋梁補修工事 近 畿 3％    

・擁壁工事 中 国 6％    

・建築ＲＣ躯体工事 四 国 13％    

・土間コン工事 

etc 

九 州 14％    
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 水分滞留効果状況 

図-1 散水時の断面図 

写真-3 施工事例（鉛直面） 

表-2 製品仕様 

表-1 各試験比較表 

写真-2 商品荷姿 

お問い合わせ先 
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